
（別紙４）

～ R6年12月７日

（対象者数） 1 （回答者数） 1

～ R6年12月28日

（対象者数） 1 （回答者数） 1

～ R6年12月28日

（対象数） 1 （回答数） 1

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

引き続き、円滑な連携が図れるよう保育園、事業所での様子

をしっかり観察して適宜情報共有できるようにしていく。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

年度で利用児童も変わってくるので、状況に応じて配置の人

数を上手く調整して保育所等訪問の件数を増やしていくよう

努力していきたい。

2

3

当施設を元々利用している児童であったため状況の把握がある

程度できていることや保護者とのコミュニケーションも円滑で

あること。

保育園での様子だけでなく、児童発達支援での様子も見れるの

で、よりいろんな場面での児童の観察が可能であり、気になっ

たことは保育園と積極的に情報共有するようにしている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

医療的ケア児が多く、人数配置を手厚くしなければならないた

め、保育所等訪問の件数を増やすことが中々できない。

医療的ケア児の利用が多い為、国の基準人員と比べてもかなり

手厚くスタッフを配置しているが、そのために保育所等訪問に

でる時間が上手く作り出せないことが課題である。

R6年12月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 R6年１月10日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 R6年12月１日

○事業所名 多機能型事業所ルアナ御幸町

○保護者評価実施期間 R6年11月18日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


